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平成25年度情報通信委員会

　平成26年₃月17日(月)広島市において、黒
田委員長、永野副委員長、椿アドバイザほか
45名の出席のもと「情報通信委員会」を開催
した。
　当日は、議事に先立ち、東京大学の元橋先生
からご講演をいただいた。
　引き続いて議事に移り、事務局から ｢平成

25年度の活動状況｣ の報告と「平成26年度の重点施策(案)」について審議し、原案どおり承認・決
定された。

【演　題】
　ビッグデータ時代のオープンイノベーション戦略

【講　師】
　東京大学　工学系研究科
　教授　
　　元　橋　一　之 氏

■ビッグデータの時代のビジネスチャンス
　近年、情報通信技術が急速に進展し、様々な
データの収集、分析が容易になっており、ここ
から新たな価値を創造し、イノベーションに繋
げていくことが求められている。
　ビッグデータの特徴を表す言葉として、３
つ の Ｖ（Volume（ 量 ）、Variety（ 多 様 性 ）、
Velocity（新鮮さ））がある。また、データの
種類としては、①人に関するもの（SNSの投稿
内容やモバイル端末の利用時間・場所、車の位
置情報など）②モノに関するもの（橋梁や道路
状況など）③その他（各種経済統計や行政デー
タ、気象データなど）がある。
　ビッグデータの活用の鍵は、いかにしてこれ
ら様々なデータを組み合わせ、特徴的なパター
ンを抽出できるか、いかに因果関係から確率的
に高い解を導きだし、ビジネスモデルを構築で
きるか、にかかっている。
　SNSなどの非構造化データや、場所が特定で
きるセンサ、これに時間を加味したおすすめ情

報（４次元プロモーション）などは、個別マー
ケティング（レコメンデーション・行動ターゲ
ティング等）や、情報ビジネス（渋滞情報、異
常検知、通行可能道路情報の提供等）に繋がり、
新たな価値を提案できるものとして期待されて
いる。

■ビッグデータ時代の価値の創造と信頼の基盤
　情報処理推進機構（IPA）が2011年３月に公
表した提言「ビッグデータによる豊かな社会の
実現」において、ビッグデータ活用政策を推進
していくにあたっての重要なポイントとして、

「価値の創造」と「信頼の基盤」を挙げている。
　この中で、価値の創造にあたっては、いかに
してIT融合が促進されやすい社会基盤を構築
するか、あわせてIT融合により新たな価値を
生み出せる技術者（データサイエンティスト）
をいかに育成するかが鍵になる、一方、信頼の
基盤形成には、セキュリティ確保とあわせて、
ビッグデータに対応した新たなルールづくり

（データ活用とプライバシー保護の両立）が必
要、としている。
　今後政府において、法整備が進むものと考え
ているが、法整備が進んでいない現状において
は、それぞれの事業者が適切にリスクを分析し、
対応する必要がある。

■ビッグデータ時代のイノベーション
　これから日本経済が競争力を取り戻すために
は、新たな成長モデルが必要である。キーワー
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ドは、サイエンス経済である。18世紀にイギリ
スではじまった産業革命を端緒とする「工業経
済」モデルが終焉し、21世紀は「サイエンス経
済」の時代になると考えている。
　サイエンス経済では、社会現象を科学的に究
明し、それを経済価値化する。
　たとえば、人間の購買行動や、交通渋滞など
の社会現象を科学的に解明し、新たなビジネス
モデルとして価値を高める事例などが該当し、
まさにビッグデータを活用した経済社会システ
ムである。
　サイエンス経済においては、いかにビジネス
イノベーション（技術プラットフォーム → 社
会へのサービス提供）を起こすかが重要になる。
　ポイントは、プラットフォームを持っている
事業者が、顧客（消費者・企業・行政等）との
インタラクションを通じて、いかにして顧客価
値を高めることができるかにある。このために
は、こうしたイノベーションの源泉となる高度
知識人材の確保や、知財・情報基盤等の整備
を、早急に進めることが必要である。

　ビジネスイノベーションを起こすための手法
として、既存の社会的、文化的モデルの中で、
新しい使い方（任天堂Wiiに見られるゲームと
異なる次元の使い方等）を提案するデザインド
リブンイノベーションという考え方がある。
　もう１つは、モノやサービスを包括的に捉え、
お客さまと一緒になって、トータルライフで価
値を創造する、価値の決定者はお客さまであ
り、企業は価値を提供する提案者という視点、
いわゆるサービスドミナントロジックというも
ので、利便性が高いと判断したサービスに対し
て対価を支払うという考えである。

■データによるインテリジェント経営
　ビッグデータ技術により、事業の分析、見え
る化にとどまらず、経営に様々な気づきを与
え、新たな事業提案ができるまでになった。

出典：『日はまた高く　産業競争力の再生』
　　　（元橋一之著、日本経済新聞社）

　今後取り組むべきポイントは、データから事
業価値のあるパターンを見つけ、企業の壁を越え
て、Win-Winでデータを共有し、新たなビジネス
に結び付けることのできる人材の育成とその仕組
みづくりであり、これにより21世紀型のビジネス
モデルイノベーションへの対応も可能となる。
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【情報通信委員会　総会】
⑴　平成25年度活動状況報告
①　中国地域におけるICT利活用の促進に関わ
る取り組み

　中国地域ICT利活用研究会では、社会の情報化
が進む中、この情報を分野や組織の壁を越えて
複合的に活用することで、社会に新たな価値を創
造し、便利で安全かつ効率的な街づくりに繋げる
ため、人とモノの動き、なかでも交通・観光分野
を中心に、政策動向やスマート化の先進事例を確
認、分科会と並行して、課題やあるべき方向性、
提言内容など、今後取り組むべき方策を探った。

（研究会：７/25、10/29、２/17）

③　電子行政推進に関わる取り組み
　（講演会・研究会：８/30）
④　ITSに関わる取り組み
　（講演会・研究会:３/６）
⑤　その他関係団体等と連携した諸活動状況
　等

⑵　平成26年度の重点施策
　スマートフォンなどの普及、クラウドやビッ
グデータ・センサなど情報通信技術の高度化・
多様化により、急速に社会の情報化が進むなか
で、当地方が円滑に適応できるよう、通信・放
送・コンテンツ・ICT関連産業を取り巻く政策
やビジネスの最新動向を情報収集・発信すると
ともに、ICTを利活用した地域社会の情報化に
向けた取り組みを推進する。
①　中国地域におけるICT利活用の推進
　　（地域課題解決のためのビッグデータの戦略的活用）
　平成25年度の「地域社会のスマート化」を進
化させ、これからの社会や産業に様々なイノ
ベーションをもたらすであろう、ビッグデータ
等の動向を確認しつつ、『地域課題を解決する
ためのビッグデータの戦略的活用』をテーマに、
今後の取るべき方向性を探る。
②　マルチスクリーン（放送・通信等）対応・
　　ビックデータ活用によるコンテンツの価値最大化
　多様な情報端末を、状況に応じ、並行して利用
する時代にあって、ビッグデータ技術等を活用し、
情報を有機的に繋げ、新たなサービスや価値をい
かに生み出していくかをテーマに講演会や意見交
換を行い、コンテンツ価値の最大化方策や、メディ
ア連携によるビジネスの方向性を探る。
③　その他関係団体等と連携した諸活動
　ITSや電子タグなど、ICT関連の諸活動について、
行政・企業・関係団体等と連携して取り組む。

左より　永野副委員長、黒田委員長、鎌倉専務理事

（担当：堤）

　本研究会において、
提言　「これからの地域社会のスマート化の在り方｣
　～豊かで便利でスマートな地域社会の実現を目指して～
をとりまとめた。
　方向性の骨子については、下図のとおり。

②　マルチスクリーン（放送・通信等）へのコ
ンテンツ提供・価値最大化の取り組み

　（講演会・研究会：８/１、11/27）


